取扱説明書 


が。'/口口 Livinq Innovation 

デ□ンギ 

エスプレッソ-カプチーノ メーカー 


型番 ECM300J-E 


家庭用 


特長 

■豊かなア□マを味わえる最上位機種 
です 

豊かなア□マを味わえる]已気圧（抽出時 
9気圧）のポンプ式で、抽出温度ちベスト 
な 90° C を可能にした、エスプレッソメー 
力一の最上級機種です。 

■ 耐久性に優れています 

スチール製ボディの採用で高級感と耐义性 
の良さを兼ね備えたモデルです。 

■本格的なエスプレッソコーヒーが楽 
しめます 

抽出口のアダプターびエスプレッソの無駄 
な泡立ちを抑え、されいなクレマを実現。 
いつでち淹れたてのおいしさび楽しめます。 

■ コーヒー粉とポッドの両方に対応して 
います 

専用ホルダーとフィルターび標準で装備さ 
れているので、コーヒー粉でちポッドのど 
ちらでちお使いいただけます。 

■ ご家庭で手軽にカプチーノが作れます 

高性能二重構造5ルクフ□スターの採用で、 
さめ細かいフォーム S ルクび簡単に作れま 
す。 

■ ステンレス製カップウ オーマー トレイ 
をマシン上部に設置 

エスプレッソを最適の温度で味わえます。 



このたびは、デ□ンギエスプレッソ•カプチーノ メーカー 
ECM 3 DDJ - E をお求めいたださ、誠にありびとラござ 
いました。本製品を正しくを全にお使いいただくため 
に、ご使用前に、必ずこの取扱説明書を 最後まで お読 
みください。お読みになった御ま、保証書と共に大切に 
保管してください。 
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安全上のご注意 

1. ご使用の前に、必ずこの r 安全上のごま意」を最後までお読み<ださい。 

2. ここに示したミ主意事項は、製品を正しくを全にお使いいたださ、あなたや他の人々への損害を未然 
に防止するちのです。 

3. ミ主意事項は、誤った取り扱いで生じることび想定される内容を、その危害や損害および切迫の度合 
いにより、「警告」とじ主意」の2つに分け、明示しています。 


A 警告 
A ま意 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 
可能性が想定される内容を示しています。_ 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性およ 
び物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


4. 各ま意事項には、階意」、「禁止」、 r 強制または指示」をうなびす絵表示び付いています。 

発乂注意感電注意 高温注意 禁止行為 

分解禁止 〇 強制/指示 ^プラグをコンセントから抜く 


么警告 


電源について 


►電源は家庭用交流100 V / 50/60 HZ を使う 

> ri 已 A 12已 VJ と記されている壁面のコンセントを単独で使ラ 

他の機器と併用すると、発熱による火災の原因になります。 


15A125V 


り 

り 


: 


A 注意 


•ブレーカーが落ちる場合には、電力を社に連絡ずる 

使用中にフレーカー（分電盤内の回路遮断器）び落ちる場合には、 
近くの電力会社にご相談ください。 



コンセントについて 


么警告 


•コンセントは単独で使用ずる 

コンセントは、本製品だけ（単独）で使用してください。なお、 
差し込み□び二つあるコンセントの場合は、片ちの差し込み□を 
空のままでご使用ください。 



A 注意 


•延長コードやテーブルタツ义ソケツトなどは絶細こ使わない 

コンセントや電源プラグ/電源コードび異常発熱し、発乂する恐れびあります。 


0 


•取り付けの悪いコンセントは絶础こ使わない 

取り付けの悪い（ガタツキのある）コンセントや差込み □ (刃受） 
のゆるいコンセントは、絶対に使用しないでください。感電や発熱 
の恐れびあります。 



プラグについて 


么警告 


•濡れた手で、電源プラグの抜さ差しをしない 

感電する恐れびあります。 



么注意 


•電源プラグを抜くときは、電源コードを持たず、がず電源プラグを持って抜く 

電源コードを無理に引っ張ると、破損する恐れびあります 。一 

•電源プラグは、根元までしっかりと差し込む X 

不完全な接続は、感電や発熱の恐れびあります。 
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么警告 


么警告 


么警告 


么注意 


電源コードについて 


»変お*破損している電源プラグ/電源コードは絶对に使わない 

感電やショート、発乂する恐れびあります。必ず、おホめの販売店または弊社サ- 
ビスセンター ( P . 18参照）に、交換を依頼してください。 

>異常発熱している電源プラグ/電源コードは絶巧に使わない V 

使用中に、電源プラグ/電源コードび異常に熱くなる場合は、直ち^ 

に電源を切り、お求めの販売店または弊社サービスセンター （ P .18 
参照）に、電源プラグ/電源コードの交換を依頼してください。ショートや発火 
する恐れびあります。 



么注意 

•電源プラグ/電源コードを破損ずるよラなことはしない 

電源プラグ/電源コードは、大切に扱ってください。無理に曲 
げたり、物をのせたり、傷をつけないでください。傷んだまま 
使用すると、感電やショート、発义などの原因になります。 



使用上の注意：お湯や蒸気について 




>使用中および使用後しば5 くは給湯□やスチーム管(ノズル)などに触れない 

給湯□やスチーム管（ノズル）から出てくるお湯や蒸気は高温で 
すので、ヤケドにごミち意ください。 V 

また' 使用後しばらくは熱いので、給湯□やフィルター、フィルター 
ホルダーの金属部分、スチーム管に触れないでください。 

>抽出中はフィルターホルダーを取りがさない 

エスプレッソ巧出中は、絶対にフィルターホルダーをがさないでくだ 
さい。 


使用上の注意 


•フイルターホルダーを給湯□に取り付ける際は、正しく、しつ 
かりと固定ずる 

•使用中は給水タンク内の水量をチェックする 

空ださにミ主意してください。なお、使用中、給水タンクに水を補充 
する場合は、いったん電源を切って、スチームノフを閉じてくださ _ 

い。 

•異常が生じた場合は、使用を中止ずる 

万一、異常び生じた場合は、直ちに電源を切り、スチームノフを閉じ、プラグを 
コンセントから抜いてください。異常な状態で使い続けると、事故や故障につな 
びります。必ず、お求めの販売店または弊社サービスセンター （ P . 18参照）ま 
でご連絡ください。 

•本製品を分解した0、改造をしない 

故障や発乂の恐れびあります。 

• 屋かや他の用途で使用しない 

本製品は、エスプレッソの抽出、給湯、蒸気による泡立て/加熱などの家事専用 
です。 

•使用しない場合は、がず電源プラグを巧く 

使用しないとをは、スチームノフを閉じて、電源を切り、必ず電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦水/湿気のをい場所ほ B 屋）で使わない 

ショートや感電の恐れびあります。 

•ルさなお子様が近くにし、るときは、必ず付き添う 

使用中および使用していないとさちお子様び本製品のそばにいる 
とさは大人の方び付を添ってください。 




>蹇志ご讓 

■0 0A--O Boo ^ ^ 0 〇 
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安全上のご注意（続き) 


A 注意 


仕様 


*絶細こ、水に這したり、水巧いをしない 

•ミ先剤やクレンザー、シンナー、金たわしなどは使わない 

• スチームノズルのお手入れは化ず行う 

牛乳の泡立てなどで S ルクフ□スター（スチームノズ 
ル）を使用した後は、必ずお手入れをしてください 
(P. 14 手順日および P. 1 已参照)。 



製 

品 

名称 

エスプレッソ•カプチーノ メーカー 

電源コー 

ドの長さ 

2 m 

型 

式 

番号 

ECM 30 0 」-E 


本 

体 

ポ1」プ□ピレン樹脂•スチール 

定格 

電圧/周波数 

交流] 00 V /已0/曰 OHz 


ム 

座 

A 巨 S 

消 

費電力 

1000 W 

材質 

水 

タンク 

SAN (AS 樹脂） 

外 

形 

寸ま 

幅270 X 奥行280 X 高さ3 ] 已 mm 

水タンクふた 

A 巨 S 

質 


量 

約 3.9 k 旨（本体のみ） 


ボ 

イラー 

ステンレス 

給水タンク容量 

最大水量：] .4 已 L 


カップウォー 7 — 

ステンレス 


各音 R の名称とはたらき（フイルタ ー& フイルターホルター) 


《カフェ•ポッド抽出用》 

カフェ•ポッド専用フイルター 



ゴムパッキン 

保護用グ U —スを事前に洗い 
流してください。 

※グリースは、人体に影響の 
あるをのではありません。 

巧出穴 

(1 ケ所） 


抽出巧に取り付けることで、エスフレッソ抽出の勢いを弱め、よりきめ細かい 
クレ7びつくれます。 

ァダフターを取り付けないと、抽出されたエスフレッソの中に大さな泡びでさ、 
きれいなクレマをつくることびできませんので、必ず取り付けてください。 


①フィルターホルダーのツメの部分 
に、アダプターの溝を合わせてアダ 
フターを差し込んでください。 


③アダフターび止まるまで回転させて 
ください。 




《コーヒー粉抽出用》 

1杯用フィルター 

(コーヒー粉専用） 


2杯用フィルター 

(コーヒー粉専用） 




お出穴 

にケ所) 


1杯分のコーヒー粉は 

計量 スプーンか山盛り 
=約8〜10旨が目安。 


■口 J 烟□口 - 

「お試し用カフェ•ポッド」 
お申込み八ガキ 
個人情報用目隠しシール 


お手入れについて 


^ ^とヒ •ぶ I ず電源プラグをコンセントか5抜き、本体やさ部がちえてか5行う 


€ 


00O 
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各部の名称とはた 5 き（本体) 


ふた ♦ 

カップウォー マー ♦ 

エスフレッソ用カップ4個を 
同時にあたためることびでさる。 

スチーム ノブ ♦ 

+方向に回す（開ける）とスチー 
ム管/ノズルから熱湯または蒸気 
び出てくる。 

開ける：+方向（反時計回り） 
に回す 


閉じる 


一方向（時計回り）に 
回す 


操作パネル 

J ： 下段参照） 

♦プレッサー 

フィルターに詰めた 
コーヒー粉を巧して 
平らにする。 



♦給水タンク 

新鮮で澄んだ水を、 MAX 表 
示（最大量：1 .4 已 L ) まで 
入れる。 

垂直に引さ抜くと給水タンク 
をはずすことびできる。 

♦給水パルブ 

参スチーム管 

スチームノブを+方向に回す 
と熱湯および蒸気び出てくる。 

♦ミルクフ□スター/ 
スチーム ノズル 

蒸気で泡立てや加熱をすると 
さ、 スチーム 管の先に取り付 
ける。 

スチームノズルを取り付ける 
ときは、スチームノズルの目 
印線とスチーム管取っ手部分 
の位置を合わせて、スチー 
ム管に巧し込むよラにはめ込 
む。取り外すときは、まっす 
ぐ下に引いて取りがす。 

S ルクフ□スターを取付ける 
ときは、左に回して切り欠き 
に スチーム 管のツメをしっか 
りとはめ込み、ちに回す。取 
り外すとさは、逆の手順で左 
に回して取り外す。 


【スチームノズルの 

取りがし】 


カップ受け (取り外し巧） 

中央の巧吕つは、フィルターホ 
ルタ’一(抽出 □) からエスプレツ 
ソび落ちてくる位置の目ま。 



X 操作パネル> 


電源ボタン ♦ 

電源ボタンを巧すと、 
ボイラーの加熱び始まる。 


エスプレッソ巧出ボタン参 

エスフレッソ抽出ボタンを巧すと、 
給湯□か5高圧力で熱湯び噴さ出る。 
※スチームノブを開けて、同時にこのボタン 
を巧すと、5ルクフ□スター/スチームノズ 
ルから熱湯び出る。 

スチーム ボタン ♦ 

このボタンを巧して、 
スチームノブを開くと蒸気び出る。 



©•- 


OK 

O' 


◎ ’ 


•雷瓶うンプ 

電源び入ると点なする。 


参 0 K ランプ 

予熱び完了し、 

熱湯/スチームび適温になると点巧する。 

♦スチームランプ 

スチームボタンを巧すと点なする。 


I 安全上のご注意(続を)/各部の名称とはた5キ J 
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初めてお使いになる前に 


初)めて本製品をご使用される際は、事前に、付属品および本体内部（ボイラーやスチーム管、スチームノズル）の洗 
ミきを行ってください。付属品の洗浄は、 P .1 已「お手入れのしかた」を参照してください。 


くご使用の前に、ソ下の点をご確認ください〉 


@スチームノフを一方向（時計回り）に回して閉じます。 
©本体から給水タンクを取りがします。 

◎電源び OFF になっていることを確認します。 
◎プラグは、まだコンセントに差し込まないでください。 






給水タンクに水を入れ、本体に戻す 

タンクの MAX 表示 (1.45 L ) まで澄んだ水道フんまたは軟 
かの S ネラルウォーターを入れ（①)、本体に戻します（③)。 
※このとき、給水タンク取っ手のつけ根部分を本体のくぼみにはめ込み、 
タンクの底にある給水ノりレブび開くよラに、しっかりと巧し下げてく 
ださい。ふたびきちんと閉まっていることを確認してください。 
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プラグを壁面のコンセントに差し込み、 
電源ボタンを押す 

プラグを壁面のコンセントに直に差し込み（①)、電源ボタン 
を押します（③)。電源ランプびホく点灯し、ボイラーの加熱 
び始まります。 




空の フィルターをフィルターホルダー 
にセットし、給湯□に取り付ける 

使用するフィルターを、フィルターホルダーにセットします。 
次に、フィルターホルダーの凸部分 （2 ヶ所）と給湯□の凹 
部分 （2 ヶ所）び合ラよラに、柄を左側にして下から巧し込 
み（①)、そのまま、柄をでさるだけちに回して（⑨）固定し 
ます。外す場合は、柄を左に戻します。取り付け後、フィルター 
ホルダー（抽出巧）の真下に、お湯を受ける大さめの容器（耐 
熱製）を置いてください。 

※カフェ-ポッド専用フィルターホルダーをご使用の場合は、アダプ 
ターをあらかじめフィルターホルダー抽出巧に取り付けておいてくだ 
さい。 （P.3 参照） 



4 日 K ランプ点灯後、エスプレッソ抽出 
ボタン[み#]を押す 

予熱び完了すると 0 K ランプび点なするので、エスプレッソ 
抽出ボタン[哮]を巧すと（①)、抽出巧から熱湯び出てきま 
す (( D ) 〇 


A 

局 温を忌 


給湯中は、絶対にフィルターホルダーを外さないでく 
ださい。 

給湯□から熱湯び噴さ出し、ヤケドをする危険びあり 
ます。 
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最初のご使用の前に、必ず行ってください 


夕 


エスプレッソ巧出ボタン[和!を押して、 
給湯を停止する 

容器の八分目までお湯びたまったら、エスプレッソ抽出ボタ 
ン[蜂]を巧して（①)、給湯を止めます（③)。カップのお 
湯を捨ててください。 


A ごを意 

カップにたまったお湯は、 
イは浅いので溢れます。 


トレイに排水しないでください。トレ 


① 


こ◎こ 

い 

③ 

却 

0 

が' 

ホ 

讀 



© 



スチームノブを開け、同時にエスプレッ 
ソ抽出ボタン[哮]を押す 

0 K ランプ点灯後、カップをスチームノズルの下に置さます。 
スチームノフをゆっくりと+方向（反時計回り）に回し（開 
ける）（①）、同時にエスプレッソ抽出ボタン[嗜]を巧しま 
す（⑨)。スチームノズルの先から熱湯び出てをます。 
カップの八分目までお湯びたまったら、スチームノフを閉じ、 
エスプレッソ抽出ボタン[嗜]を巧して給湯を止めます。 


カツフをがすとさは、必ず熱湯の出び止まったことを 
高温を意 確認して<ださい。 


© スチーム ノブ 



※使用中、スチーム 
ノブの上面が熱く 
なるのでごを意く 
ださい。 

※スチームノブを締 
めすぎるとパツキ 
ンが破損し、水切 
れが悪くなります。 
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手順4、曰、日を、2〜3回繰り返す 

タンクの水量を確認しなびら、上記の手順4、日、日を交互に 
2〜3回繰り返します。 


A ごを意 

途中でタンクの水び無くなった場合は、電源ボタン [®] を巧し 
て電源を切り、スチームノブを閉じてから、水を補充してください。 


/k フィルター巧ルタ’一とスチーム管は、洗ミき中および洗 

高温ま意 ミき後しばらくは熱いので、触れないでください。 
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電源を切る 

洗浄び終わったら電源を切り（①)、必ずプラグをコンセント 
から抜いてください（③)。 

フイルター/フイルターホルダーは;令えてから取り外し、乾 
かして < ださい。 



J 初めて養ピなる前に 
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プラグを壁面のコンセントに差し込み、 
電源ボタン [の] を押す 

プラグを壁面のコンセントに直に差し込み（①)、電源ボタン 
[®] を押します（③)。ボイラーの加熱び始まります。 


① 



フィルターとカップの湯煎をする ① 

( P . 已「初めてお使いになる前に」の手順3〜己を参照） 

カフェ-ポッド用フィルターをフィルターホルダーにセット 
し、給湯□にしっかりと取り付けます（①)。フィルターホル 
ダーの抽出巧 （1 つ）の真下に、使用するカップを置をます 
(⑨)。 0 K ランプ点な後、エスプレッソ抽出ボタン[哮]を 
押します（③)。抽出巧から熱湯び落ちてをますので、カップ 
の八分目までたまったら、再度エスプレッソ巧出ボタンド如] 

を巧して、給湯を停止します。 



エスプレッソの抽出 （ I ) :カフェ-ポッドを使う 

厳選された豆をエスプレッソ用に深煎り/ (極）細挽をしたコーヒー粉を圧縮パックした「カフェ•ポッド」をご利 
用になれば、手早く簡単にエスプレッソを巧ねラことびでさます。 


カフェ•ポッドは • 



《1個 （1 杯分)しかセツ 
卜でさません。 

ご使用（抽出）は1回 
限0でず。 


■< ご用意ください y 


水は- 



軟水 


新鮮で澄んだ水道水や、軟水 （曰本 

の硬度： 90 m 旨/ LliTF ) の=ネラル 
ウォーターび適しています。 

※硬水を使用するとカルキ分び詰ま 
り、故障の原因になります。 


カップは • 



エスプレッソ用の 
カップには約日〇〜 
80 m L の容量で、 肉 
厚のちのを お選びく 
ださい。 


フイルターホルダーは… 



カフェ.ポッド用のフィルター 
およびフィルターホルダーを使 
います。（アダフターの取り付 
け方は、 P .3 「各部の名称とは 
た b き」を参照） 


■< ご使用の前に、ソ下の点をご確認ください> 


@スチームノフを一方向（時計回り）に回して閉じます。 
©本体から給水タンクを取りがします。 

◎電源び OFF になっていることを確認します。 
◎プラグは、まだコンセントに差し込まないでください。 



◎ 


給水タンクに水を入れ、本体に戻す ^ 

タンクの MAX 表示 （1.45 L ) まで澄んだ水道水または軟水 
のミネラルウォーターを入れ（①)、本体に戻します（③)。 

※このとさ、給水タンク取っ手のつけ根部分を本体のくぼみにはめ込み、 
タンクの底にある給水ノりレブび開くよラに、しっかりと巧し下げてく 
ださい。ふたびさちんと閉まっていることを確認してください。 



つけ根部分 


与 - MAX -〕 


③ 

給水 

バルブ 








































































※必ず、先に P . 已〜6「初めてお使いになる前に」をお読み<ださい。 


給湯□か5フィルターホルダーを外す 

フィルターおよび金属部分は熱くなっていますので、触れないでください。また、フィルターホルダー 
内にお湯び残っている場合びありますので、ごミち意ください。残っているお湯は柔らかい布巾などでな 
さとって < ださい。 
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カフェ- ポッドをフィルターホルダー 
にセットし、再び給湯□に取り付ける 

フィルターホルダーの柄にあるボタンを巧してフレームを起 
こします（①)。フィルターの上にカフェ•ポッドの端び柄の 
反対に向くよラにセットします（③)。フィルターホルダーを 
給湯□にしっかりと取り付け（③)、先ほど湯煎したカップを 
空にして下に置さます。 

※カフェ.ポッドは、1個 （1 杯分）しかセットできません。 

また、ご使用（抽出）は1回限りです。 


① ◎ 

押ず 遍 

③ 





6 裳 

0 K ラ: 


ランプ点灯後、エスプレッソ抽出ボ 
№1を押す 

ランプ点灯後、エスプレッソ抽出ボタン[哮]を巧しま 
す（①)。エスプレッソの抽出び始まり、フィルターホルダー 
抽出巧 （1 つ）からエスプレッソび出てさます（⑨)。カップ 
に半分ほど（約 30 CC ) 入ったら、再度エスプレッソ抽出ボ 
タン[蹲]を巧してエスプレッソの抽出を停止します（③)。 

《 0 K ランフ消な時にボタンを巧すと、ェスフレッソの抽出に不適当な 
温度のお湯び出てさます。 


①。 
も 律 

か 

〇 

こちこ 

幕 

◎ 

③。 

嗜 

も 

吗 

0 

IgJ 

、|'- 
こ戸、、 

舉 

© 



※巧出中に 0 K ランプび点いたりミ肖えた D するの 
は、サーモスタットび温度（適温）の調整をして 
いるためで、故障ではあ D ません。 


エスプレッソ1杯分を抽出ずるときの基準値 

-エスフレッソの抽出量=約 30 CC 
. 30 CC 抽出に要する時間（抽出時間）=約吕〇秒 


抽出中は、絶巧にフィルターホルダーを外さ 


局温を忌 


ないでください。給湯□から熱湯び吹さ出し、 
ヤケドをする危険びあります。 


給湯□か5フィルターホルダーを外し、 
抽出済みのカフェ•ポッドを取り出す 

エスプレッソ抽出後、給湯□からフィルターホルダーをがし 
の)）、フレームを起こして抽出済みのカフェ-ポッドを取り 
出します(⑨)。この時、紙の縁をつまんで取り出してください。 
※抽出直後のフィルターやフィルターホルダーの金属部、お湯を含んだ 
カフェ•ポッドは熱いので、触らないでください。 



③ 


巧ず 



続けてエスプレッソを抽出する場合は、手順3〜7を繰り返してくださし、。 

「迁意 点 


一度巧出したカフェ-ポッドは再び使用できません。毎回、新しいカフェ-ポッドをご使用ください。 
給水タンクの水量を調べ、水を補充ずる場合は、必ず電源を切ってください。 


な 


イ旱止する 

電源を切り（①)、プラグをコンセントから抜きます（スチー 
ムノフを閉じる）（③)。給水タンクを本体から取りがし、残 
かを捨ててください。 


①。 

0 

1 

〇 

③ 

皆 

0 

© 


む 

、0 y 

〇 




J H スプレミの抽出 S 
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フィルターとカップの湯煎をする 

( P . 已「初めてお使いになる前に」の手順3〜己を参照） 

①]杯用又は2杯用のコーヒー粉用フィルターをフィルター 
ホルダーにセットし、給湯□にしっかりと取り付けます。 

⑨フィルターホルダーの巧出巧 （2 つ）の下に、使用するカッ 
プ （2 杯分を抽出する場合は2個）を置きます。 

③ 0 K ランプ点灯後、エスプレッソ抽出ボタン[嗜]を巧し 
ます。抽出巧 （2 つ）から熱湯び出てをますので、カッ 
プの八分目までたまったら、再度エスプレッソ巧出ボタン 
[嗦]を押して給湯を停止します。 

※ち図は、2杯どりのときをおしています。 

《「吕杯用フィルター」を使い、1度に吕杯（吕カップ）分を抽出し 
た方びより美味しいエスプレツソびでさますので、お試しください。 



③ 


2 


プラグを壁面のコンセントに差し込み、 
電源ボタン [の] を押す 

プラグを壁面のコンセントに直に差し込み（①)、電源ボタン 
[の]を押します（③)。ボイラーの加熱び始まります。 


① 



エスプレッソの抽出 （ n ) :コーヒー粉を使う 


本格的なエスプレッソを作る/抽出するために、それに適したコーヒー粉（エスプレッソマシン用）とか、そして風 
味や温度を保つためのカップをご用意ください。 

. -〈ご用意ください〉- X 


コーヒー粉は • 


espresso 



"エスプレッソマシン 
用" と表記された 極細挽 
をの粉び最適です。 

《ドリップおよびモカ用 
の粉は、挽き具合び粗 
いので、不向きでず。 


水は • 




新鮮で澄んだ水道水や、軟水 （曰本 

の硬度： 90 mg / L な下）の5ネラル 
ウォーターび適しています。 

《硬水を使用するとカルキ分び詰まり 
故障の原因になります。 


カップは • 



エスプレッソ用の 
カップには約已〇〜 
80 m L の容量で、 肉 
厚のちのを お選びく 
ださい。 


フイルターホルダーは… 



コーヒー粉抽出用のフィルター 
およびフィルターホルダーを使 
います。 


■< ご使用の前に、ソ下の点をご確認ください> 


@スチームノフを一方向（時計回り）に回して閉じます。 
® 本体から給水タンクを取り外します。 

◎電源び OFF になっていることを確認します。 
◎プラグは、まだコンセントに差し込まないでください。 



◎ 


給水タンクに水を入れ、本体に戻す ① 

タンクの MAX 表示 （1.45 L ) まで澄んだ水道水または軟水 ろ V — 

のミネラルウォーターを入れ（脚、本体に戻します（風)。 

※このとさ、給水タンク取っ手のつけ根部分を本体のくぼみにはめ込み、 

タンクの底にある給水ノりレブび開くよラに、しっかりと巧し下げてく 
ださい。ふたびきちんと閉まっていることを確認してください。 


つけ根部分 
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※必ず、先に P . 已〜6「初めてお使いになる前に」をお読み<ださい。 


給湯□か5フィルターホルダーを外す 

フィルターおよび金属部分は熱くなっていますので、触れないでください。また、フィルターホルダー 
内にお湯び残っている場合びありますので、ごミち意ください。残っているお湯は柔らかい布巾などでな 
さとって < ださい。 


夕 


フィルターにコーヒー粉を詰め、ホル 
ダーを給湯□に取り付ける 

フィルターに、付属の計量スプーンを使って、適量 （★) のコー 
ヒー粉を入れます（①)。次に、給湯□の左隣にあるプレッサー 
で、コーヒー粉を平らに巧し詰めてください (( D ) 〇 
フィルターホルダーを給湯□に取り付け、湯煎したカップを 
フィルターホルダー巧出巧の下に置をます。 


★ 


1 杯用： 計量 スプーンか山盛り 1 杯 
(約8〜1〇封 

2 杯用： 計量 スプーンずりきり 2 杯 弱 
(約13〜1 4 g ) 



エスプレッソ1杯分=計量スプーン小山盛り 


V 約8〜 


lOg/ 


※お好みによりますが、約8〜1 Og を目をにしてください。 


※フィルターの縁に 
付いたコーヒー^ 
は、必ず化い落し 
て < ださい。 



日 K ランプ点灯後、エスプレッソ抽出ボ 
タンド#]を押す 

OK ランプ点灯後、エスプレッソ巧出ボタン[啤]を巧しま 
す（①)。エスプレッソの抽出び始まり、フィルターホルダー 
巧出巧 （2 つ）からエスプレッソび出てさます（③)。カップ 
に半分ほど（約 30 CC ) 入ったら、再度、エスプレッソ抽出 
ボタン[墙]を巧し、エスプレッソの巧出を停止します（③)。 
《 0 K ランフ消な時にボタンを巧すと、ェスフレッソの抽出に不適当な 
温度のお湯び出てさます。 


エスプレッソ1杯分を抽出ずるときの基準値 

-エスフレッソの抽出 量： 約 30 CC 
• 30 CC 抽出に要する時間（抽出時間）=約20秒 


A 抽出中は、絶対にフィルターホルダーをがさないでく 

ださい。給湯□から熱湯び吹き出し、ヤケドをする危 
曰険びあります。 



③ 

间 

ホ 

1。 

命 

0 

み 


没 

0 

© 



③ 

※エスプレッソはホ 
ルダー抽出巧の両方 
か 5 出てさますが、 
左ち均等に出ない場 
合ちあります。 


※抽出中に 0 K ランプび点いたり消えた0するの 
は、サーモスタットび温度（適温）の調整をして 
いるためで、故障ではあ0ません。 


給湯□か5フィルターホルダーを外し、 
抽出済みのコーヒー粉を捨てる 

エスプレッソ抽出 後、 給湯□から フィルターホルダーを 外し 
ます。柄から フィルター 止めを起こし、 フィルターを巧 さえ 
てください（①)。 巧 出済みの コーヒー粉を 捨てます（③)。 
※抽出直後のフィルターやフィルターホルダーの金属部、お湯を含んだ 
コーヒー粉は熱いので、触らないでください。 


① 

③ 户 

フィルター止め 

心^ 


続けてエスプレッソを抽出する場合は、手順3〜7を繰り返してください C 

一度な出したコーヒー粉は使巧せず、毎回、新しいコーヒー粉をご使巧ください。 
給水タンクの水量を調べ、水を補充する場合は、必ず電源を切ってください。 


を意点 


:欠のぺージに続さまず。 


J H スプレミの抽出瓜 
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エスプレッソの抽出 （ n ) :コーヒー粉を使う（続き) 


お手入れをする 


8 


系合湯□の洗;き（※一曰の最後の抽出後に行います） 

フィルターホルダーをがした後、給湯□の下に広□の容器（耐 
熱性）を置き、エスプレッソ巧出ボタン恃]を巧しますの)。 
給湯□から熱湯び出てさます（③)。 

洗を後は、再度エスプレッソ抽出ボタンド#]を巧して巧出 
を停止します。 
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電源を切る 

電源ボタン [の] を巧して電源を切り（①）、プラグをコンセ 
ントから抜きます（スチームノフを閉じる）（③)。 

給水タンクを本体から取り出し、残かを捨ててください。 



エスプレッソ}由出の基本口ーヒー粉を使う場合) 


お好みのエスプレッソを抽出するには、まず、基本（標準）的な抽出方法をマスターしてください。 
30 CC のエスプレッソを約 20 秒で抽出ずるよラ豆の挽を具合、粉の詰め具合、粉の量を微調整しまず。 

【エスプレッソ1杯分を巧出ずるためのを昼準値】 


[ お出量：約 30 cc ] [ お出時間：約20砂) 

r 1度にエスプレッソ吕杯 (2 カップ) 分を抽出ずる場合は、粉の量を約13~ 14 g (目安）にしてください。 
r 「2杯用フィルター」を使い、1度に吕杯(吕カップ)分を抽出した方びより美味しいエスプレッソびできますので、 
お試しください。 

- T おいしいエスプレッソのま件 ) -^ 


豆の挽き具合 

コーヒー粉の挽さ具含〔粒度）を、細かい 
ちのや粗いをのに変えてみてください。 


■義 


づ 


粉の詰め具合 

フィルター内のコーヒー粉の詰め 
具を（密度）を、プレッサーに巧 
しつける力の強弱で調整します。 


薄くなる <コーヒー濃度> 慮くなる 
短 < なる < 抽出時間 > 長くなる 


プレッサー 


グ 

，レパ I 

トトも ■ 



扭 I 出時巧: 
約20巧 


粉の 量 

付属の計量スプーンでル山盛り1 
杯（約8〜10邑）を基準に、か 
しずつ増量していをます。 


約 8 g (か山盛り） 


約 lOg (中盛り） 


.口 


薄<なる <コーヒー濃度> 濃<なる 
短くなる < 抽出時間 > 長くなる 


薄くなる く コーヒー濃度> 慮くなる 
短 < なる < 抽出時間 > 長 < なる 


【抽出の出巧はクレマを見れば分かります】 

エスプレッソの表面にでさるムース状の細かい泡の層ニクレマを見れば、そのエスプレッソの出来び 
分かりまず。抽出び最適に行われた場合は最良のクレマ=赤みびかった茶色の細かい泡で、厚さび約 
2〜 3mm の長<消えない層び自然にでさます。 

※アラビカ種100%の粉\ □ブスタ種混合の粉など、その豆によってクレマの色は多少異なりまず。 
巧出び不適切だとじ(下のよラなクレマになりまずので、微調整をしてください。 

•巧出び早いエスプレッソ （10 秒前後の巧出）吟白っぽく大をな泡で、層び薄く早めに消える 
•巧出び遅いエスプレッソ （30 秒前後の抽出）今濃い茶色の泡になる 
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カプチーノの作り方 ※必ず、前項目の「エスプレッソの抽出」を先にお読み<ださい。 


蒸気で牛乳を泡立て、エスプレッソに盛り付けると、カプチーノの出来上びりです。 
泡立てに適した牛乳と泡立て用の器（ピッチヤー）をご用意ください。 


牛乳は… 


八 

S 整 fresh 


成分乾.調整 

牛乳 



Fresh 

Milk 

3.5 



3.6 

^ — ^ 


新鮮で; 令えた成分無調整/乳脂肪分 
吕 .3% LU 上の牛乳をご使用ください。 
※加工乳やほ脂肪乳、また一度温めた 
牛乳は、泡立ちびよくありません。 



——〈ご用意ください〉- 

ミ 包立て用の器は… カップは… 



約吕已〇〜3已〇 mL の容量で、取っ手 
のある金属製（ステンレスなど）のを 
のび最適です。 

※陶器やガラス製は、内部の5ルクの 
温度び分かりにくいため、金属製の 
をのをおすすめします。 


カプチーノ用のカツフには、約1吕〇 
〜1已〇 mL の容量で、肉厚のをのをお 
選びください。 


〈ご使用の前に、ソ下の点をご確認ください〉 


@スチームノフを一方向（時計回り）に回して閉じます。 
® 本体から給水タンクを取り外します。 

◎電源び OFF になっていることを確認します。 
◎プラグは、まだコンセントに差し込まないでください。 



◎ 



◎ 




イ給水タンクに水を入れ、本体に戻す 

I タンクの MAX 表示 (1.45 L ) まで澄んだ水道水または軟水 
■ のミネラルウォーターを入れ （① )、本体に戻します （③)。 


※このとき、給水タンク取っ手のつけ根部分を本体のくぼみにはめ込み、 
タンクの底にある給水ノりレブび開くよラに、しっかりと巧し下げてく 
ださい。ふたびきちんと閉まっていることを確認してください。 



2 プラグを壁面のコンセントに差し込み、 
電源ボタン [の] を押す 

事前に、スチーム管の先にスチームノズル、 S ルクフ□スター 
の順で取り付けてください（①： P .4 参照)。 

プラグを壁面のコンセントに直に差し込み（③)、電源ボタン 
(の） を巧し、次にスチームボタン （か） を巧します （③)。 
蒸気を作るには、必ずスチームボタン [幻 を巧してください。 
エスプレッソ抽出ボタン [ A 為]を巧すと蒸気にならず、給湯 
□から熱湯び出てをます。 

《 OK ランフ消な時にスチームノブを回すと、スチーム S ルクを作るの 
に不適当な温度の蒸気び出てさます。 


:欠のぺージに続さます。- 



12 























































































カプチーノの 作り方 （続き) 



蒸気を使って、牛乳を泡立てる 

0K ランプ点灯後、泡立て用の器（ピッチャー）に入れた牛乳 
を、 S ルクフ□スターからの蒸気で泡立てます。 

【泡立ての手順】 

① 0K ランプび点灯したら、スチームノフを3〜己秒ほど開 
けて、スチーム管内のかを排出します。排出後は、スチー 
ムノフをしっかりと閉じます。 

③新鮮で;令えた牛乳を、ピッチャーの約1/3〜1/2まで入 
れます。 

約2倍に泡立ちますので、これな上入れると溢れ出る場合 
びあります（カプチーノ]杯分のミルクは出来上びり量 
日〇〜 70CC び目安です）。 

③ （OK ランプ点灯時)ミルクフ□スターを半分ほどピッチャー 
の牛乳の中に浸け、 ピッチャーを傾けた状態でスチームノ 
フを徐々に全開にします。 

S ルクフ□スターの先からシューッといラ音と共に蒸気び 
噴を出し、牛乳を加熱します。 


A ごを意 

泡立て中は、常に5ルクフ□スターの先端び5ルクの表面から出 
ないよラにしてください。表面から出るとブスッブスッといラ音 
びして、泡び大きくなってしまいます。 


④しばらくするとミルクび温まり、ピッチャーの底を触ると 
人肌よりやや熱い状態になります。 S ルクび泡立ち始めま 
すのでピッチャーをゆっくりと起こします。ピッチャーの 
□近くまで泡び上びってさたら、スチームノフを閉じて、 
蒸気を止めます。 


A ミルクフ□スターから蒸気び出ている （= スチームノ 

— ブを開けている）ときに、ピッチヤーを外さないでく 
ださい。ヤケドをする危険びあります。 


⑤蒸気の出び止まったら、ミルクフ□スターからピッチャー 
をがします。 

ピッチャーを濡れ布巾の上でトントンと軽く PP いたり、円 
を描くよラに回して、空気とよく混ぜ合わせてください。 
泡び細かくなり、長持ちします。 


A ごを意 

ミルクを加熱しすぎると泡立てびうまくいかないのでご注意ください。 




エスプレッソを抽出する 


0 




「エスプレッソの巧出」の手順を参照して、カプチーノ用のカッ 
プにエスプレッソを抽出してください。 

※カフェ.ポッドで抽出の場合 （ P .7 3 〜 P .8 6 ) 

① 

もを 

こ◎こ 
/ \ 

ク K/ 

ザ 


I 

コ ーヒー 粉で抽出の場合 （ P .9 3 〜 P .1 0 6 ) 

典 


© 




I 湯煎をずる 


エスプレッソを抽出ずる前に、必ず使用ずるカップとフイルターの湯前を巧ってください。これにより、 
内の湯温びエスプレッソ抽出に適した温度まで早く下びりまず。 


ボイラー 
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エスプレッソに泡立てた牛乳を盛る 

(カプチーノの出来上がり） 

抽出したエスプレッソに適量のフォームミルクを盛り付けます。後はお好みで、砂糖やココアパウダー、 
シナモンなどを添えて<ださい。 

※理想的なバランスは、エスプレッソ約1/3、フオームミルク約吕/3です。 


お手入れをする 



ミルクフ□スターと給湯□の洗ミき 

S ルクフ□スターを使用した後は、必ず巧に残っている S ル 
クなどを洗い流してください。そのままにしておくと、固まっ 
て目詰まりを起こします。 

①【ミルクフ□スターの洗を】（毎回使用後） 

半分ほどかを入れたピッチヤーにミルクフ□スターを浸け、 
スチームノフを開け、同時にエスプレッソ抽出ボタン[嘴] 
を押します。スチーム管からはお湯び出てをますので、お湯 
びされいになるまで繰り返し洗をします。洗を後、スチーム 
ノフをしっかりと閉じてください。 

⑨【給湯□の洗を】（その曰の最終使用後） 

フィルターホルダーを外した後、給湯□の下に広□の容器を 
置さ、エスプレッソ抽出ボタン[哮]を巧します。給湯□か 
ら熱湯び出てきます。洗浄後、再度エスプレッソ抽出ボタン 
[嗜]を巧して抽出を止めます。 




使用を停止する 

電源ボタン [®] を巧し、電源を切ります（①)。プラグをコ 
ンセントから抜きます（スチームノフち閉じる）（③)。 

給水タンクを本体から取り外し、残水を捨ててください。 



カフェ*ラテの作り方 


給湯/蒸気の使い方 


エスフレッソにスチームミルクを加えると、カフェ.ラテ 
になります。 スチーム5ルク とは、泡のかないあたため5 
れた5ルクのことです。下の図のよラにフォーム5ルクを 
ピッチャーからエスプレッソにをぐ際、はしやスフーンの 
柄などで泡び入るのを巧さえると、スチーム5ルクだけを 
をぐことびでさます。 



給湯（お湯）は、紅茶や緑茶を入れるとさ、またはインス 
タントのコーヒーやスープなどを作るときに利用できま 
す。蒸気は、牛乳やワイン、スープなど（液体）の温めに 
利用でさます。 
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お手入れのしかた 

使用頻度やちれ具合によりますび、(下の要領で定期的にお手入れをしてください。 


水洗いでをません 


本体表面、電源コード/プラグ 


水洗いでをまず 


フイルター、フイルターホルダー 


固ぐ絞った濡れ 
布巾で拭さます。 

巧れびひどい場 
合は、少量の台 
所食器用洗剤を 
つけた巧で拭さ、 

次に請れ布巾で 
洗剤をよ<拭さ 
取ります。 

-プラグをコンセントか5巧いてください。 
-水に浸けたり、水洗いしないでください。 



水洗いでをません 


お湯口 

抽出後、給湯□よび周辺に付着したコーヒー 
粉を、キッチンタオルや請れ布巾などで拭さ 
取ります。次に、広□の容器ほわ火用）を給湯 
□の下に置いてエスプレッソ巧出ボタン[%] 
を押して、給湯□からのお湯で洗い流します。 
ゴムパッキンや接合部のコーヒー粉は、柔ら 
かめのブラシを使い、取り除いて<ださい。 


めるま湯に浸け、ブラシまたは楊枝などで穴 

の通りをよくします。 

※洗剤は、なるべく 
使用しないでくだ 
さい。コーヒーの ソ 

脂肪分び金属表面？し 
に膜を作り、金属 
臭を抑えまず。 

その曰の最終使用後に、必ずお手入れをして 
<ださい。 

A 警告：漂白剤は絶対に使用しないでください。 

V_ 



H 水洗いでをまず y 

S ルクフ□スター/スチームノズル 


S ルクフ □スターとスチー 
ムノズルは、定期的に ス 
チーム 管から取り外して、 
めるま湯と家庭用洗剤でよ 
く洗ってください。ミルク 
フ □スターとスチーム ノズ 
ルの取り外しちは、 P .4 を 
参照してください。 



け 


スチーム 'ルク 
ノズル フロスター 


その曰の最終使用後に 
必ずお手入れをしてく 
ださい。 



^—— ( 水洗いでをまず ) 

カップ受け、トレイ、給水タンク 

本体から外して水洗いし、乾かして元に戻し 
ます。 

V_ 


石灰分の除ま 

長く使ってくると、給湯□やミルクフ□スターなどに石灰分び付着し、お湯や蒸気の出び悪くなります。 

使用頻度によりますび、3力月〜半年に]度、下の要領で石の分の除去を行ってください。 

①給水タンクの水 （ MAX 表示： 1.45 L ) に大さじ3杯の 
酢を加え、電源ボタン[の]を押します（酢の入れすざに 
ごを意 < ださい)。 

③給湯□の下およびスチームノズルの下に広□の容器を置 
さます。 0 K ランプの点打後、エスプレッソ抽出ボタン 
[哮]を巧し、スチームノブの開閉により給湯□およびス 
チーム管から交互にお湯を出します。タンクの水び無くな 
るまで続けてください。 

③給水タンクの水び無くなったら、今度は酢の臭いび消える 
まで水だけで③の操作を繰り返します。 
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美味しいエスプレッソ/ カプチーノがでさない？ _ 

思うよラに美味しいエスプレッソ/カプチーノびできない場合は、じ(下の点をチェックしてください。 
※エスプレッソ]杯分：約 30 CC 、 抽出時間：約20秒を基準にしています。 


状 態 

予想される原因 

対処のしかた 

クレマが薄く、 

早めに消える 

抽出び不十分 = 抽出時間び短い 

▼ 

抽出時間び約20秒になるよラに 

1 U 下の点を調整ずる… 

▼ 

-フィルター内のコーヒー粉の詰め具合 
(密度）び弱い 

-プレッサーへやや強めに巧す 
-フィルターホルダーをしっかり取り付 
ける 

•コーヒー粉の量びかない 

• 前回より量をふやす 

-コーヒー粉の挽さ具合び粗い 

-より細挽さの粉を使ラ 

•コーヒー粉がちい 

-新しいおを使ラ 

-巧出時の湯温び低い 

-使用するカップとフィルターを事前に 
湯煎する （ P . 已の手順3〜日を参照） 
•0 K ランプ点灯後に、嘴ボタンを巧す 

クレマの色が 
濃ずざる 

抽出のしずぎ=抽出時間びかかる 

▼ 

抽出時間び約吕〇秒になるよラに 

1 U 下の点を調整ずる… 

▼ 

• フィルター內のコーヒー粉の詰め具合 
(密度）が強すぎる 

-プレッサーへ軽く巧す 

•コーヒー粉の量び多い 

-前回より量を減らす 

-コーヒー粉の挽さ具合び細かすざる 

-前回よりやや粗めの粉を使ラ 

焼けたよラな 
味がずる 

-抽出のしすざ 

-上記を参照する 

•コーヒー粉がちい 

-しばらく使っていない 

• 2〜3回湯煎した後に使用する （ P . 已 
の手順3〜日を参照） 

-スチームを使った後、湯煎しなかった 

•湯煎してから抽出する （ P . 己の手順3 
〜已を参照） 

牛乳の泡立ちび悪い 

II 

フ ォーム ミルクの 
出来び悪い 

-鮮度、種類とをに不適当な牛乳を使用 
している 

-新鮮で;令えた成分無調整/? L 脂肪分 

2.3%1»ソ上 の牛乳を使ラ 

•泡立て用の器（ピッチヤー）の形び不 
適当 

-□径びルさく深めのをの（金属製）を 
使ラ 

- S ルクフ□スター/スチームノズルの 
巧の目詰り 

-針や楊枝で巧の通りをよくする 


J お手入れのしかた/美ほしいエスプレッソ/カプチ—ノがでキ」なぃ？ 


エスプレッソ 


カプチ I ノ 
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故障かな？ 修理を依頼される前に、お読みください。 


使用中に異常び生じた場合は、直ちにスチームノブを閉じ、電源を切り、使用を中止して、じ(下の点を 
お調べください。それでも正常に機能しないときは、お求めの販売店または弊社ヴービスセンター ( P . 18 
参照）までお問い合わせください。 


症 状 

予想される原因 

対処のしかた 

エスプレッソの出び悪い/ 
出ない（抽出されない） 

-給水タンクに水び無い 

-給水タンクに水を入れる 

-給水バルブび開いていない 

-給水バルブび開くよラに給水タンクを 
しっかりと押し下げる 

•給湯□およびフィルターび、目詰まりを 
おこしている 

-給湯□およびフィルターのお手入れをす 
る 

-フィルター内のコーヒー粉び詰まりずざ 
ている 

-プレッサーへ押す力を弱めにずる 

-コーヒー粉の量び多ずざる 

-前回より量を減らす 

-コーヒー粉び細かずざる 

-前回よりやや粗めの粉を使ラ 

給湯□か5お湯が漏れて止ま 
5ない（電源スイッチは入） 

-給湯□のゴムノ（ッキンび破損またはを朽 
化している 

•脾社サービスセンター (P.18) に連絡す 
る 

給湯□とフィルターホルダー 
の取り付け箇所か5お湯び漏 
れる 

ポ 

ツ 

ド' 

を 

使 

つ 

場 

-カフェポッド用ホルダーのフレーム 
のパッキンび破損、を朽化している 

•弊社サービスセンター (P.18) に連絡ず 
る 

つ 

I 

ヒ 

I 

が、 

杨 

を 

使 

ラ 

場 

口 

* フィルターの縁にコーヒー粉を付着 
したままで給湯口に取り付けた 

•取り付けの前に、フィルターの緑に付着 
したコーヒー粉を払い落す 

-フィルター内のコーヒー粉び詰まり 
すぎている 

-プレッサーへ押す力を弱めにずる 

-コーヒー粉の量びをずざる 

-前回より量を減らす 

ポンプ作動時に 
変な音びずる 

-給水タンクに水び無い 

-給水タンクに水を入れる 

-給水バルブび開いていない 

-給水ノ U レブび開< よラに給水タンクを押 
し下げる 

蒸気の出び悪い/出ない 

•スチームボタン[幻を巧していない 

-スチームボタン [か] を巧す 

-給水タンクに水び無い 

-給水タンクに水を入れる 

-スチームノズルの目詰まり 

•お手入れをする （P.1 已参照） 

蒸気が水っぽい 

-蒸気び「適温」に達していない 

•0K ランプ点灯後に、スチームノブを開 
ける 

-スチーム管に水び溜まっている 

•事前にスチームノブを開けて、水抜きを 
する （P. 13手順3の①参照） 
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アフターサービス について 


1) 使用中に異常 （★) び生じた場をは、ただちに電源を切り、プラグをコンセントから抜いてください。その後、 
おホめの販売店またはデ□ンギ-ジャパンサービスセンター（下記参照）にご相談ください。 

广 - 〈 ALU 下のような場合には、点検および修理び必要でず〉- 、 

•使用中、電源コードおよびプラグ、コンセントび異萬•電源コード、プラグび変形/破損している 
に熱くなる -本体に強い衝撃を与えた 

-本体の機器内部に水などの液体をこぼした -取扱説明書どおりに使巧しているのに、正南に機能し 

、 ない ， 


2) 万一、故障/損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に1.お求め時期2.製品名称と型式ま号 

3 .故障の状況——を連絡のラえ、修理を依頼してください。なお、弊社サービスセンターにご依頼される場 
合は、お電話または直接宅配便でお送りください。宅配便の場合は、 必ず故障の状況を記したメモ を商品パッ 
ケージ（捆包箱）に同封してください。 

3) 保証期間中 （1 年）は、保証書に記載されているをのについては、無償で修理いたします。ただし、ま全上お 
よび使用上のミ主意を無視しての故障、規格外に改造をしたをのは、その限りではありません。また、保証期間 
び過ざたをのについては、有償で修理いたします。 

4) 真む点検のお勧め：長い期間ご使用いただくために、専門技術ちによる点検-整備を実施しておりま 

す。点検の依頼ち法、料金などにつさましては、弊社サービスセンターまでお問 
い合わせください。 

※下の枠内に、ご購入年月曰を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月曰： 年月日 




-ビスセンターまでお送りくださ 


己）デ□ンギ再資源化システムについて 

ご不用になった製品は、下記の要領に従い、弊社サ- 
し、。素材ごとに分別し、再資源化いたします。 

送料について： 再資源化の費用は弊社び負担いたしますび、 送料はお客様のご負担(元 
仏い）となります。予めご了承ください。 

捆包について： 製品の入っていた箱(元箱)に入れてお送りください。元箱びない場合 
は、段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんで<ださい。 

※が箱または送り状に、必ず r 再 資源 化」と明記してください。 


じ(上、アフターサービスについてご不明の点びございましたら、おホめの販売店または弊社サービスセンターま 
でお問い合わせ < ださい。 


デ □ンギ-ジャパンヴービスセンター ► (受付時間±、曰、祝日を除く毎日日: 30 〜 18:00) 

• コールセンター 

修理について… 

Tel . 0] 20-804-280 

Tel . 01 20-d9 こ l-SS 己 / _ _ ^ ^, _ , _ 

お問い合わせ… 

..... Tel . 01 20 - 064-300 / けん U 4 b -4 bU - ci；dy 1 

Tel . 0] 20-692-880 

干 221-0022 

神奈川県横お市巧奈川区巧屋町 3-9 安田倉庫(株)内4号ビル 

ホームぺ一 

ジでのお問い合わせ ( URL ) http :// www . delonghi . co.jp J 

\ 

ノ 



か 

な 

? 


ア 

フ 

夕 


ビ 

ス 

に 

二) 

し、 

て 


この製品は欧州 RoHS 指をに適合した製品です。 

欧州 RoHS 指令とは、 r 電気•電子機器の特定ち喜物質の使用制限」を規定した欧州連合 ( EU ) による指をです。 

この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価ク□ム化合物、カド S ウム及びその 
化合物、ポ U ブ□モビフエニル （ PBB )、 ポ U ブ□モジフエニルエーテル （ PBDE ) の含有率び、 
いずれを含有率基準値 LU 下であり、環境に配慮して製造されました。 




RoHS 
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DeLonghi 


Italian Living Innovation 


(^ m デロンギ•ジャパン巧式を社 

干1日！-日日44東京都千代田区鍛治町 1- 己-目第3大東ビル Tel . 日3-己2已目-目321(代) 


De'Longhi Forum 


イタ U ア①ライフスタイル情報満載！デ□ンギフォーラム無料会員募集中！ 

画の w http://www.delonghiforum.jp 


再生紙を使用しています。 












